




























































1） 　E.A,Reitan,‘From Revenue to Civil List, 1689-1702: The Revolution Settlement and the “Mixed and 
　 Balanced” Constitution’, Historical Hournal ,xiii,4(1970). レイタンが主に依拠している資料は、Cobbett’ s 








クに関する諸研究を上げれば次の通りである。‘The Civil List in Eighteenth-Century British Politics: 
Parliamentary Supremacy versus the Independence of the Crown’ , Historical Journal ,ix,3(1966);‘The 
Civil List, 1761-77:Problems of Finance and Administration’ , Bulletin of the Institute of Historical 





























2）　M.Thomson,　A Constitutional History of England, 1642-1801  (1938),pp.94-5
　 ; English Historical Documents:VIII,1660-1714 ,ed. Andrew Browning(1953),pp.273-4.炉税の新設および

























（トーマス・リズリ）は退けた。D.T.　Witcombe,　CharlesⅡ and Cavalier House of Commons,　1663-
1674　(1966),pp.15,17,52-3,76．
4） 　Witcombe,ibid ., pp.104,125.チャールズ二世治下の大蔵卿ダンビィは、国王の財政的独立の維持の重要
性を説きそれを「歳入」改善と経常支出の制限によることを説いていた。ただ 1673年に「歳入」増収策が
とられたが成果を見なかった。A.Browning, Thomas Osborne,Earl of Danby and Duke of Leeds, 1632-
1712  (1944), ii, pp.62-72;  Chandaman,op.cit .,pp.233-43.ウィッグのウィリアム・サッチェヴェレルは「フラ
ンス 3部会 States of Franceは、次の議会までのあいだ、緊急時に課税する権限を国王に与えた。かく
して議会は二度と開かれなかった」と述べた。Browning,op.cit .,i,pp.281-2.
5） 　「歳入」徴収継続の布告について。English Historical Documents,VIII,1660-1714 ,pp.274-5,296-7.
G.Burnet,History of His Own Time ,v.3,p.9.前王の終身関税の継続に 4人の裁判官についてのイーヴリン
の指摘について次を参照。Diary of John Evelyn ,ed. E.S.DeBeer(1959),p.794.
6）　ibid.,p.809.
7） 　Reitan,‘From Revenue to Civil List’ ,p.572.この時、チャールズ二世が 1663年にジェームズに授与した
郵便収入も満額新王に与えられている。バーネットは新王に「歳入」を授与する寛大さと性急さに不満
をもった。cf.Chandaman,op.cit .,p.257.



























ど『歳入』が莫大にならなければ（議会は）任意に解散 kicked out されるようなことはない」
と述べ、議会の頻繁な召集を保証するためには、「歳入」が膨大にならないように警戒すべき
9）　浜林正夫『イギリス名誉革命史』2章 2節、3章 2節。
10）　PH,v, p.23;CJ ,x,p.7; S.Baxter, The Development of the Treasury, 1660-1702(1957),pp.92-3. 


















ウィリアムとメアリは 1689 年 2 月 13 日に王位を受け入れ、受任した統治を確かなものにする
ために前王の「歳入」の時を置かぬ直接的継承がなされたのである。しかも前王の「歳入」は「危
険なまでに大きなもので」新王の統治をよく支えるものと思われた。ただ、即位 1 年にして対
仏九年戦争（89 年 5 月～）とアイルランド征討（89 年 8 月～）の戦役が始まり、その豊かな「歳
入」は一気に消尽することになる。14）











交替と歳入継続がとりあえず実現した。H.Horwitz,‘Revolution Politics ’: The Career of Daniel Finch, 






の正統性を確証するものであった。庶民院は歳入問題を取り上げたが、3 月 11 日に、既定の「歳
入」の徴収を 6 月 24 日まで延長することを決めただけであった。16）ハリファックスは「彼ら（庶
民院）のやり方は彼（ウィリアム三世）の胃袋を煮え繰り返させ、時に彼らに対する気持ちを
爆発させることを禁じえなかった」と新王の憤懣を述べている。17）㻌6 月 28 日に、ウィリアム
は再度「朕のためにふさわしい歳入を確定するよう」求めたが、議会はこれに即応せず、ただ



















の政府であることを彼は確信していた。」Reitan,‘From Revenue to Civil List’ ,p.575.
16）　CJ ,x,p.46.長谷田、前掲書 56頁。
17）　Reitan,‘From Revenue to Civil List’ ,p.574.
18）　CJ ,x,p.200. 長谷田、前掲書 55頁。
19）　CJ ,x,p.258. アンの女王即位後のシヴィル・リストについて次を参照。佐藤『予算制度』169-70頁。




























































り、既存の「歳入」の徴収が 6 月 24 日まで延長された。29）　しかし、ウィリアム三世の「歳入」
として、ジェームズ二世のものをそのままいつまでも続けることはできなかった。新規の「歳

















主張した。32）これに対して、サッチェヴェレルは、文政費（the cost of the civil government）
のための終身的「歳入」を議決することは良いが、軍事費は国王の終身的経費（constant 
Charge）に含まれるべきでないと主張した。33）これに対して、クラージスは、そもそも文政
費と軍事費の区別は無用であり、「ある額の『歳入』(a certain sum for the Revenue) に合意
しその支出については口を出さずそれを国王に委ねるのが最も公正なやり方である」と主張し
た。34）

















35）　CJ ,x,p 56. 
36）　CJ ,x,p 106.㻌
37） 　CJ ,x,p 80.佐藤､ 前掲書、90-7頁。委員会報告では、平時軍事費は年£736,930が必要とされていたが、
庶民院はこれを否認し本文どおり£588,680とした。





　先述の通り 6 月 28 日にウィリアム三世は庶民院に対して供与を求め「王自身に相応しい歳




は突如反応し、7 月 15 日に、「歳入」120 万ポンド、文政費と経常的軍事費がそれぞれ 60 万ポ
ンドというさきの仮決定を立法化する法案（「歳入」確定法案）を用意し第一読会にかけた。41）
この法案審議が始まると直ちに、「歳入」に対する各種債権者から支払い要請が出された。銀

















44） 　CJ ,x,p.271.オランダへの負債とは、ウィリアムの 1688年 11月の出撃に15,000の兵員が用意されたその
費用の弁済を指しているものと思われる。浜林、前掲書、178頁。






いて逆に黙過せず、行政府に（1688 年 12 月 28 日から 1689 年 9 月 29 日までの）「歳入」の収
支報告と次年度の支出見積（予算）の提出を求めた。これは議会が「歳入」問題に警戒的関
























48）　Reitan,‘From Revenue to Civil List’ ,p.579. 
49）　PH,v, p.436.
50）　ウィッグ・トーリ軸とコート・カントリ軸の交錯について、浜林、前掲書下巻、259-66頁。
























53）　PH,v, p.492;CJ ,x,pp.312,316,319；Calendar of Treasury Books , introduction to Vols.IX, pt,i,p.cix.
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酒　井　重　喜


















　   第 1会期　　1689年 1月 ~ 8月（2月、ウィリアムとメアリ即位）
　  第 2会期　　1689年 10月 ~ 1690年 1月（議会解散）
 第一議会
　   第 1会期　　1690年 3月 ~ 5月
　  第 2会期　　1690年 10月 ~ 1691年 1月
　  第 3会期　　1691年 10月 ~ 1692年 2月
　  第 4会期　　1692年 11月 ~ 1693年 4月
　  第 5会期　　1693年 11月 ~ 1694年 4月
　  第 6会期　　1694年 11月 ~ 1695年 5月（1695年 10月議会解散）
 第二議会
　  第 1会期　　1695年 11月 ~ 1696年 4月
　  第 2会期　　1696年 10月 ~ 1697年 4月
　  第 3会期　　1697年 12月 ~ 1698年 7月（議会解散）
 第三議会
　  第 1会期　　1698年 12月 ~ 1699年 5月
　  第 2会期　　1699年 11月 ~ 1700年 4月（1700年 12月議会解散）
 第四議会　　　1701年  2月 ~ 1701年 6月（1701年 11月議会解散）
 第五議会　　　 1701年 12月 ~ 1702年 5月（1702年 3月ウィリアム他界）





















90 年 4 月 23 日に議会によって承認された。4 年限りの関税の承認は、全「歳入」を生涯間で
認めることに対する批判が反映されている。庶民院は、それより先の 90 年 4 月 1 日に戦費と
して 120 万ポンドの供与を議決したが、このうち 100 万ポンドは「歳入」を担保とする借入
（anticipation）によるとされた。生涯間消費税を担保に 25 万ポンド、4 カ年限りの関税を担保
に 50 万ポンド、世襲的消費税を担保に 25 万ポンドを借り入れる。残りの 20 万ポンドは、「歳
入」外の人頭税によるとされた。戦費として議決された 120 万ポンドの供与のうち、「歳入」



































であった。1694 年に 5 年間更新された関税もその収益の内年額 30 万ポンドが戦費に充てられ
た。63）ウィリアム三世第2議会第1会期で（1695年11月）、「シヴィル・リストの状態はひどく、
61） 　CJ ,x, pp 357,362,364.レイタンは、ウィリアムはこの法案を拒否したとしている。国王の「独立の収入」
を担保に戦費という使途指定までした借入が議会の権限によってなれたことは国王大権の二重の毀損
であったと言える。Reitan, ‘From Revenue to Civil List’ ,p.582.
62）　ibid.,p.582．









フォリーは聞き入れなかった。66）第 2 議会第 2 会期でも 1696 年 10 月にウィリアムは、再度シ
ヴィル・リストの補強を議会に求め、同じ要求を 1697 年 2 月にも繰り返している。67）国王は、
年々の軍事費について議会に依存するようになっていたが、戦費に圧迫される文政費（シヴィ
ル・リスト）についても 1696 年の議決にもとずく 1697 年の最初のシヴィル・リスト法が成立
するまでに、年々議会の支援に依存するようになっていた。68）㻌97 年までは、国王は「年ごと














65）　7&8Will.IIIc.30,in Statute of Realm ,vol.7,p.127長谷田、前掲書 189頁。金子、前掲稿 8 ̃ 10頁。
66）　CJ ,xi, pp.550-1.
67）　ibid.,p.566.


























に勢いを与えた。73）第一議会第 6 会期（1694~95 年）でも、庶民院はシヴィル・リスト支出へ






71）　ibid.,p.682; CJ ,x, pp.583ff.
72）　CJ ,xi, p.25.
73）　PH,v, p.807.
74） 　CJ ,xi, pp.242-3.Thomson,op.cit .,p.202.トムソンは 1695年の庶民院の活動は、一過的なものに止まりそ
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ウィリアム三世のシヴィル・リスト　・・・議会主権と混合王政・・・
































リストとして生涯間年額 70 万ポンドを議決した。それまでの年 60 万ポンドより増額されたの
は、ジェームズ二世 2 番目の王妃メアリ・オブ・モデナに対する割当金 5 万ポンドその他によ











フィンがついた。81）㻌1701 年 2 月にウィリアム三世第 4 議会第 1 会期が召集され、主要議題は
「王位継承法 (Act of Settlement)」（1701 年 5 月成立）と再度の対フランス戦争であるスペイン
継承戦争であった。ただ、トーリ・地方党はこの議会でウィッグの政敵の弾劾とウィッグが作
成したシヴィル・リストの削減に精力を注いだ。庶民院が入手したシヴィル・リスト会計の詳
細によって、その年収益が当初考えられていた 70 万ポンドを大きく超える 780,299 ポンドで
あることが明らかになった。82）㻌議会はシヴィル・リスト収入から年 192,400 ポンド（週約 3,700




80） 　9 WilliamIII,c.23(An Act for granting to His Majesty a further Subsidy of Tunnage and Poundage 
toward raising the Yearly Sum of Seven hundred thousand Pound for the Service of His Majesty, 
Household & other Uses therein mentioned dureing His Majesties Life),長谷田、前掲書、198-200頁、
佐藤、154̃7頁、金子、前掲稿、14頁。
81）　Kenyon,op.cit .,p.320.浜林、前掲書、255頁。
82） 　83）1 Anne,c.1. in Statute of Realm ,vol.8,p.4. Thomson, op.cit .,p.202;Reitan,‘From Revenue to Civil 






かぬうちになされたのである。」ショーのこの指摘は正鵠を射ていよう。Calendar of Treasury Books , 
introduction to Vols. XI-XVII,  W.A. Shaw, (1934), pp.xxx, 長谷田、前掲書、199頁。12&13 Will.III,c.12. 
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ウィリアム三世のシヴィル・リスト　・・・議会主権と混合王政・・・
ポンド）を公的目的に回した。83）㻌スペイン継承戦争は 1702 年 4 月に始まったが、前年（1701
年 9 月）の「大同盟」締結時からすでに戦闘行為は行なわれていた。ウィリアム三世のシヴィ
ル・リストの一部は公的目的すなわち対フランス戦費に回され、これよってその額は以前の年






を抑制するために、国王の王領地譲渡権を制限する条項が 1701 年 5 月の「王位継承法」の中
に盛り込まれた。その条項は次のようである。「イングランド、スコットランド、アイルラン
ド・・以外で出生した者は・・国王から、土地、保有産、または相続産の権利付与を受けるこ






in Statute of Realm ,vol.7,pp.723-24.この法は、銀行家債務の最終措置を含んでおり、その債務額を実際
の半額と定めた。ウィリアム三世最後の 2年間のシヴィル・リストは再度£78万余に達していたが、本
文通り£19万が戦費に回り旧来の£60万になっておりレイタンがこの額を£70万としているのは誤り
と思われる。Reitan, ‘From Revenue to Civil List’ , p.587,n,103.ウィリアムがその他界時に遺したシヴィ
ル・リストにかかる負債£813,379の大半は返済されることがなかった。Calendar of Treasury Books , 


































































William III and his Civil List
  ・・・The supremacy of parliament and the‘mixed 
and balanced’ constitution・・・
　　The Revolution of 1688-9 established the supremacy of parliament 
in the English constitution, but the ‘mixed and balanced’ constitution 
was maintained, if not as it had been. In the reign of William III 
a new definition of the relationship between the crown and the 
parliament should be achieved. Parliament saw in control of ﬁnance 
the most eﬀective instrument to limit the power of the crown, while 
the crown insisted that monarchy could not be maintained its proper 
place in the constitution without ﬁscal independence. The outcome 
was a compromise, in which the crown received an independent 
income for the Civil List, while parliament assumed responsibility for 
the military forces and the debt. This compromise of the reign of 
William III resolved the conﬂict in the reign of Charles II and James 
II, and was an important step in the achievement of political stability 
within the ‘mixed and balanced’ constitution.
Summary
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